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別
紙
様
式
第
十
四
号
中
10
を
12
と
し
、
９
を
11
と
し
、
８
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

９
特
定
完
全
子
会
社
に
関
す
る
事
項

（
記
載
上
の
注
意
）

銀
行
持
株
会
社
（
当
該
事
業
年
度
の
末
日
に
お
い
て
、
そ
の
完
全
親
会
社
等
（
会
社
法
第
847条

の
３
第
２

項
に
規
定
す
る
完
全
親
会
社
等
を
い
う
。）が
あ
る
も
の
を
除
く
。）に
特
定
完
全
子
会
社
（
当
該
事
業
年
度
の
末

日
に
お
い
て
、
当
該
銀
行
持
株
会
社
及
び
そ
の
完
全
子
会
社
等
（
同
法
第
847条

の
３
第
３
項
の
規
定
に
よ
り

当
該
完
全
子
会
社
等
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
以
下
９
に
お
い
て
同
じ
。）に
お
け
る
当
該
銀
行
持
株
会
社

の
あ
る
完
全
子
会
社
等
（
株
式
会
社
に
限
る
。）の
株
式
の
帳
簿
価
額
が
当
該
銀
行
持
株
会
社
の
当
該
事
業
年
度

に
係
る
貸
借
対
照
表
の
資
産
の
部
に
計
上
し
た
額
の
合
計
額
の
５
分
の
１
（
同
法
第
847条

の
３
第
４
項
の
規

定
に
よ
り
５
分
の
１
を
下
回
る
割
合
を
定
款
で
定
め
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
割
合
）
を
超
え
る
場
合
に
お

け
る
当
該
あ
る
完
全
子
会
社
等
を
い
う
。）が

あ
る
場
合
に
は
、
会
社
法
施
行
規
則
第
118条

第
４
号
の
規
定
に

従
い
記
載
す
る
こ
と
。

10
親
会
社
等
と
の
間
の
取
引
に
関
す
る
事
項

（
記
載
上
の
注
意
）

銀
行
持
株
会
社
と
そ
の
親
会
社
等
と
の
間
の
取
引
（
当
該
銀
行
持
株
会
社
と
第
三
者
と
の
間
の
取
引
で
当
該

銀
行
持
株
会
社
と
そ
の
親
会
社
等
と
の
間
の
利
益
が
相
反
す
る
も
の
を
含
む
。）で
あ
つ
て
、
当
該
銀
行
持
株
会

社
の
当
該
事
業
年
度
に
係
る
個
別
注
記
表
に
お
い
て
会
社
計
算
規
則
第
112条

第
１
項
に
規
定
す
る
注
記
を
要

す
る
も
の
（
同
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
４
号
か
ら
第
６
号
ま
で
及
び
第
８
号
に
掲
げ
る
事
項
を
省

略
す
る
も
の
を
除
く
。）が

あ
る
場
合
に
は
、
会
社
法
施
行
規
則
第
118条

第
５
号
の
規
定
に
従
い
記
載
す
る
こ

と
。

別
紙
様
式
第
十
五
号
附
属
明
細
書
の
記
載
上
の
注
意
１
中「

委
員
会
設
置
会
社
」

を「指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
」

に
改
め
、
同
様
式
１

の
表
記
載
上
の
注
意
中「

委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」

を「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社

に
あ
つ
て
は
監
査
等
委
員
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」

に
改
め
、
同
様
式
２

の
表
記
載
上
の
注
意

２
中「

第
121条

第
７
号
」

を「
第
121条

第
８
号
」

に
改
め
る
。

（
長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
七
条

長
期
信
用
銀
行
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
「
取
締
役
（
委
員
会
設
置
会
社
」
を
「
取
締
役
（
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
」
に
改
め
、
同
項

第
二
号
ホ
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員

会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
五
第
八
項
中
「
信
託
会
社
」
を
「
信
託
専
門
会
社
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
二
の
三
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
第
三
項
第
二
号
ロ
並
び
に
第
五
条
の
二
の
六
第
一
項
第
二
号
ハ
及
び
第

二
項
第
二
号
ロ
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名

委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
項
中
「
委
員
会
設
置
会
社
」
を
「
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
第
一
号
ハ
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ

て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
中
第
六
号
を
第
六
号
の
二
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し

た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

第
二
十
一
条
第
九
号
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、

指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
の
二
中
第
六
号
を
第
六
号
の
二
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し

た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

第
二
十
一
条
の
二
第
七
号
の
二
中
「
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
」
を
「
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第
十
号
」
に
改

め
、
同
条
第
九
号
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指

名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
第
二
号
ロ
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
取
締

役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
二
の
十
九
第
一
項
中
「
委
員
会
設
置
会
社
」
を
「
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
八
の
二
第
一
項
第
一
号
ニ
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社

に
あ
つ
て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
中
第
六
号
を
第
六
号
の
二
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し

た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

第
二
十
五
条
の
十
第
一
項
第
九
号
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ

て
は
取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
の
十
の
二
第
一
項
中
第
六
号
を
第
六
号
の
二
と
し
、
第
五
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

会
社
法
第
七
百
八
十
四
条
の
二
、
第
七
百
九
十
六
条
の
二
又
は
第
八
百
五
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
請
求
を
し

た
株
主
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
請
求
に
係
る
手
続
の
経
過
を
記
載
し
た
書
面

第
二
十
五
条
の
十
の
二
第
一
項
第
七
号
の
二
中
「
第
七
百
六
十
三
条
第
十
号
」
を
「
第
七
百
六
十
三
条
第
一
項
第

十
号
」
に
改
め
、
同
項
第
九
号
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は

取
締
役
、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は

長
期
信
用
銀
行
を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
長
期
信
用

銀
行
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。）、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第

三
号
中
「
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
、」を
「
監
査
等
委
員
会
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社

を
代
表
す
る
取
締
役
、
長
期
信
用
銀
行
持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
又
は
監
査
等
委
員
（
長
期
信
用
銀
行

持
株
会
社
の
常
務
に
従
事
す
る
取
締
役
を
除
く
。）、
指
名
委
員
会
等
設
置
会
社
に
あ
つ
て
は
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
中
「
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
九
号
イ
」
を
「
第
九
百
十
一
条
第
三
項
第
二
十
八

号
イ
」
に
、「
も
の
」
を
「
た
め
の
も
の
」
に
改
め
る
。

（
信
用
金
庫
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
八
条

信
用
金
庫
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵
省
令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
十
三
号
中
「
第
九
項
第
三
号
」
を
「
第
十
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
方
法
と
す
る
」
を
「
も
の
に
よ
る
措
置
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
中
「
体
制
は
、」の
下
に
「
当
該
金
庫
に
お
け
る
」
を
加
え
、
同
条
第
一
号
中
「
理
事
」
を
「
当
該
金

庫
の
理
事
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
損
失
」
を
「
当
該
金
庫
の
損
失
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
理
事
」
を

「
当
該
金
庫
の
理
事
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
職
員
」
を
「
当
該
金
庫
の
職
員
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
か
ら

第
七
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
金
庫
及
び
そ
の
子
法
人
等
か
ら
成
る
集
団
に
お
け
る
業
務
の
適
正
を
確
保

す
る
た
め
の
体
制

イ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法
第
五
百
九
十
八
条
第
一

項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
（
ハ
及
び
ニ
に
お
い
て
「
取
締
役
等
」
と
い

う
。）の
職
務
の
執
行
に
係
る
事
項
の
当
該
金
庫
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

ロ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
損
失
の
危
険
の
管
理
に
関
す
る
規
程
そ
の
他
の
体
制

ハ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
等
の
職
務
の
執
行
が
効
率
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
体

制
ニ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
等
及
び
使
用
人
の
職
務
の
執
行
が
法
令
及
び
定
款
に
適
合
す
る
こ
と
を

確
保
す
る
た
め
の
体
制

六

当
該
金
庫
の
監
事
が
そ
の
職
務
を
補
助
す
べ
き
職
員
を
置
く
こ
と
を
求
め
た
場
合
に
お
け
る
当
該
職
員
に
関

す
る
事
項

七

前
号
の
職
員
の
当
該
金
庫
の
理
事
か
ら
の
独
立
性
に
関
す
る
事
項

第
二
十
三
条
第
九
号
を
削
り
、
同
条
第
八
号
中
「
そ
の
他
」
の
下
に
「
当
該
金
庫
の
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第

十
二
号
と
し
、
同
条
第
七
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

八

当
該
金
庫
の
監
事
の
第
六
号
の
職
員
に
対
す
る
指
示
の
実
効
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

九

次
に
掲
げ
る
体
制
そ
の
他
の
当
該
金
庫
の
監
事
へ
の
報
告
に
関
す
る
体
制

イ

当
該
金
庫
の
理
事
及
び
職
員
が
当
該
金
庫
の
監
事
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制

ロ

当
該
金
庫
の
子
法
人
等
の
取
締
役
、
会
計
参
与
、
監
査
役
、
執
行
役
、
業
務
を
執
行
す
る
社
員
、
会
社
法

第
五
百
九
十
八
条
第
一
項
の
職
務
を
行
う
べ
き
者
そ
の
他
こ
れ
ら
の
者
に
相
当
す
る
者
及
び
使
用
人
又
は
こ

れ
ら
の
者
か
ら
報
告
を
受
け
た
者
が
当
該
金
庫
の
監
事
に
報
告
を
す
る
た
め
の
体
制


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